
（掲載内容は、「大学案内 2022」取材時の情報です。） 

Pick up 研究室 宇宙物理・気象学科 高谷 康太郎 教授 研究テーマ「気象力学」 

 
が研究しているのは、“日本の冬”です。よく「今年の冬は暖かい(あるいは寒い)」という話がありますが、

そのメカニズムを解明したいと考えたのです。解明の手掛かりとなるのが「テレコネクション」。遠い(＝

テレ)ところが、つながって(＝コネクション)いる。「エルニーニョ現象が起こると日本は暖冬になる」「ヨーロッパ

や北米で大雪になると数日後には日本にも寒波が来る」。 

こんな現象もテレコネクションの一種です。ではなぜ遠いところ

の天気が影響し合うのでしょう？それには「偏西風」が大きく関

わっています。世界のどこを探しても、日本の上空ほど強い偏西

風はありません。真冬は特に強くて秒速 70 〜 80m にもなる。

面白い のは、この偏西風が気温の境目になることです。大まかに

いえば、偏西風の南側は暖かく北側は寒くなる。 

そして、この偏西風がテレコネクションによって流れを大きく変

えるのです。例えば、エルニーニョ現象が発生することで日本の

南にある赤道付近の海面温度が上がると、偏西風が北側に押し上

げられます。すると偏西風の南側にある暖かい気温に浴する地域

が増える。これが「エルニーニョ現象が起こると日本は暖冬にな

る」仕組みです。 

このように気象の研究を行うことは、地球規模のつながりを考え

ることでもあります。それだけに何に注目して研究に取り組むか

の発想も重要です。学生が卒業研究で扱うテーマはそれこそエルニーニョ現象や、台風の発生件数の違いと理由、

京都盆地の空気の流れなど。時々、固くなった頭ではとても思いつかないようなテーマを持ってくる学生がいて、

すごく面白いですね。 

私 

偏西風の吹き方：線に沿って西風が吹いている 


